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所長のひとりごと ２５  

                 少年自然の家所長  三 井 一 則 

猛暑の夏を過ぎ、秋を向かえ早くも今年度も半分を経過した。春先から始まった諏訪の社の大

祭も各地の小宮祭で最後をかざり、次回申年へと引き継がれていく。この次もきっと元気で

と・・・願いをこめて綱を引き、大木の立ち上がっていく姿を追っていく。「奥山の大木 里に

下りて神になる」その姿を見届けて前半の前半は過ぎていった。 

明けない夜とやまない雨はないというのに、涼しい秋は来ないのかと思うほど暑い日が続く

中、連日夜を徹して書類作りに追われ、それなりの完成を見た。今後の展開を見守るしかないの

だけれど、思いがけずに身についた副産物がいろいろあって、いい経験となった気がする。まだ

まだ取得しなければならないことの見極めもできたようだ。そして、前半の後半が終了した。何

はともあれ、例年のごとく秋を迎えられたことを感謝したい。 

２０１０．１１．１ 

   

４
月
26
日
の
玉
川
小
学
校
、
南
生
田
小
学
校
を
皮
切
り
に
開
始
さ

れ
た
平
成
22
年
度
の
小
学
校
５
年
生
の
自
然
教
室
は
、
11
月
３
～

５
日
の
川
崎
小
学
校
を
最
後
に
終
了
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
が
無
事
終

了
す
る
と
113
校
あ
る
川
崎
の
小
学
校
５
年
生
が
全
員
無
事
故
で
、
少

年
自
然
の
家
に
来
て
く
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
野
外
炊
飯
で
は
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
野
外
活
動
で
は

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
入
笠
山
登
山
な
ど
を
し
ま

し
た
。
中
に
は
三
分
一
湧
水
へ
出
か
け
た
り
、
２
５
２
４
ｍ
の
編
笠

山
登
山
に
挑
戦
す
る
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。
課
題
別
学
習
で
は
、
植

物
、
昆
虫
、
水
生
昆
虫
、
野
鳥
、
動
物
、
昼
間
の
星
、
間
伐
体
験
、

丸
太
切
り
、
浄
化
槽
見
学
学
習
な
ど
を
し
ま
し
た
。
焼
杉
板
、
白
樺

チ
ッ
プ
細
工
な
ど
の
ク
ラ
フ
ト
。
夜
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
キ

ャ
ン
ド
ル
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
星
空
観
察
な
ど
も
し
ま
し
た
。
学
校
に
よ

っ
て
は
ス
ケ
ッ
チ
や
俳
句
作
り
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
独
自
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
う
れ
し
い
こ
と

に
、
と
て
も
い
い
所
で
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ど
う
し
て
も
家
族
を
連

れ
て
来
た
い
と
言
っ
て
、
土
曜
日
・
日
曜
日
に
家
族
連
れ
で
、
何
件

か
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
月
６
日
か
ら
中
学
１
年
生
の
ス

キ
ー
を
中
心
に
し
た
冬
期
自
然
教
室
が
始
ま
り
ま
す
。
中
学
生
も
よ

り
良
い
体
験
学
習
を
無
事
故
で
と
願
っ
て
い
ま
す 

小
学
校
自
然
教
室
終
了
間
近 

１１月は【子ども･若者育成支援強調月間です 

― 育てよう健やかに 支えようみんなで － 
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八
ヶ
岳 

 ９
月
、
10
月
に
実
施
し
た
事
業
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

自
然
紀
行
⑥
～
家
族
き
づ
な
キ
ャ
ン
プ
～

を
９
月
11
～
12
日
、
５
家
族
12
名
の

参
加
者
で
実
施
し
ま
し
た
。
８
時
30
分

に
多
摩
市
民
館
前
よ
り
バ
ス
に
乗
車
し
、

昼
前
に
パ
ノ
ラ
マ
ス
キ
ー
場
に
到
着
し
、

ゴ
ン
ド
ラ
で
上
ま
で
行
き
、
入
笠
山
湿

原
の
自
然
観
察
を
し
ま
し
た
。
少
年
自

然
の
家
で
は
森
遊
び
や
木
工
ク
ラ
フ
ト

を
し
、
家
族
の
き
づ
な
を
深
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

自
然
紀
行
⑦
～
諏
訪
神
社
小
宮
祭
に
参

加
し
よ
う
～
を
10
月
２
～
３
日
に
実
施

し
ま
し
た
。
諏
訪
大
社
や
御
柱
祭
の
木

落
と
し
の
場
所
を
見
学
し
、
夜
は
星
空

観
察
を
し
ま
し
た
。
翌
日
、
早
朝
か
ら

高
森
地
区
の
小
宮
祭
に
参
加
し
、
地
元

の
人
た
ち
と
一
緒
に
御
柱
を
引
き
、
諏

訪
の
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
８
名
で
し
た
。 

森
の
探
偵
団
２
回
目 

５
月
の
第
１
回

目
に
続
い
て
第
２
回
目
を
９
月
18
～

19
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

12
家
族
44
名
で
、
間
伐
体
験
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
星
空
観
察
を
通
し
、

家
族
や
家
族
同
士
の
連
携
・
き
づ
な
を

深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

        

自
然
探
検
隊
３
回
目 

10
月
９
～
11
日
、
自
然
探
検
隊
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
青
少
年
科
学
館

と
の
連
携
事
業
で
す
。
今
回
は
川
崎
の

子
ど
も
11
人
が
少
年
自
然
の
家
に
来

ま
し
た
。
途
中
、
富
士
宮
の
奇
石
博
物

館
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
富
士
見

の
子
ど
も
15
人
が
行
き
、
合
流
し
ま
し

た
。
夕
方
少
年
自
然
の
家
へ
到
着
し
、

夜
の
星
空
観
察
、
昼
の
星
の
観
察
、
水

生
昆
虫
の
観
察
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ

ッ
ト
な
ど
を
通
し
て
、
川
崎
と
富
士
見

の
子
ど
も
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

ふ
じ
み
星
空
観
察
会 

９
月
10
日
、
10
月
15
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
両
日
と
も
雲
が
多
く
、
あ
ま
り

よ
い
条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

９
月
は
18
名
、
10
月
は
30
名
の
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
木
星
の
表

面
の
２
本
あ
る
太
い
縞
模
様
の
１
本
が

消
え
る
と
い
う
異
常
現
象
を
起
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
様
子
を
観
察
し
ま
し

た
。
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
る
ハ
ー
ト
レ

イ
彗
星
は
、
雲
の
た
め
、
残
念
な
が
ら

見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

主 

催 

事 

業 

ド
ン
グ
リ
の
不
作
と
熊 

こ
の
秋
は
全
国
的
に
熊
に
襲
わ
れ
る
事

故
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
自
然
の
家

で
も
万
一
の
た
め
熊
よ
け
鈴
の
貸
出
を

し
ま
し
た
。
八
ヶ
岳
に
熊
は
い
な
い
と

さ
れ
て
い
た
の
は
昔
の
こ
と
で
、
今
は

身
近
に
い
る
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う

で
す
。
本
来
の
生
息
域
を
出
て
、
食
料

の
あ
る
人
間
の
領
域
に
進
出
し
て
き
て

い
る
の
で
す
。
原
因
は
猛
暑
に
よ
る
ド

ン
グ
リ
の
不
作
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
を
襲
っ
て
し
ま
っ
た
熊
は
ほ
と
ん
ど

殺
さ
れ
ま
す
。
熊
を
絶
滅
さ
せ
な
い
た

め
に
、
そ
し
て
人
も
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
に
、
熊
の
住
み
よ
い
山
に
戻
す
必 

要
が
あ
る
と 

思
い
ま
す
。 

自
然
は
人
間 

の
も
の
だ
け 

で
は
な
い
の 

で
す
か
ら
。 

（
Ｋ
） 

  ＜自然紀行 小宮祭に参加＞ 
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少
年
自
然
の
家
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ブ

ロ
グ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
職
員
が
投

稿
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
す

が
、
ご
覧
頂
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
今
ま
で
掲
載
し
た
も
の
の
内
、

最
近
の
も
の
を
紹
介
し
て
み
ま
す
。 

●
「
自
然
探
検
隊
」
水
生
昆
虫
の
観
察 

 

10
月
15
日
（
金
） 

11
時 

気
温
18
度
！ 

は
れ 

秋
晴
れ
の
中
、
せ
せ
ら
ぎ
池
で
水
生
昆

虫
を
探
し
ま
し
た
。
池
の
あ
ず
ま
や
で

採
取
し
た
昆
虫
の
名
前
を
先
生
に
聞
き

ま
し
た
。 

ア
メ
ン
ボ
・
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
、
ヒ
メ
ゲ

ン
ゴ
ロ
ウ
な
ど
な
ど
！ 

拡
大
鏡
で
見
た
り
も
し
ま
し
た
。
最
後

に
、
水
生
昆
虫
は
池
の
中
に
戻
し
ま
し

た
よ
。 

水
生
昆
虫
さ
ん
、
驚
か
し
て
ご
め
ん
な

さ
い
！
（
Ｈ
） 

●
10
月
11
日
（
月
） 

11
時 

気
温
18
度
！ 

は
れ 

昨
日
は
昔
で
言
う
「
体
育
の
日
」
さ
す

が
晴
れ
の
特
異
日
！
！
奇
跡
的
な
天
気

の
回
復
を
し
ま
し
た
。
川
崎
市
の
子
供

と
富
士
見
町
の
子
供
が
自
然
の
な
か
で

交
流
す
る
「
自
然
探
検
隊
」
も
秋
晴
れ

の
中
大
成
功
だ
っ
た
よ
う
で
・
・
。 

 
 

         

秋
晴
れ
と
共
に
、
待
ち
に
待
っ
た
キ
ノ

コ
の
本
格
的
シ
ー
ズ
ン
到
来
の
様
子
で

す
！
！
所
内
に
も
富
士
見
町
の
人
気
者

キ
ノ
コ
「
ジ
ゴ
ボ
ウ
が
顔
を
出
し
ま
し

た
」（
写
真
）
そ
の
他
、
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ

ケ
も
ご
っ
そ
り
！
！ 

皆
さ
ん
、
毒
キ
ノ
コ
に
は
く
れ
ぐ
れ
も 

注
意
し
つ
つ
、
秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
で

下
さ
い
！ 

 
 

 

（
＊
＾
＾
＊)

Ｅ 

●
10
月
３
日
（
日
）
晴
れ 

21
度 

 

10
月
２
日
（
土
）
～
３
日
（
日
）
１

泊
２
日
で
「
自
然
紀
行
⑦
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
１
日
目
は
「
諏
訪
大
社
本
宮
」

の
見
学
、
２
日
目
は
少
年
自
然
の
家
地

元
区
の
諏
訪
神
の
小
宮
祭
に
参
加
し
ま

し
た
。
８
時
集
合
で
、
神
事
を
行
い
「
や

～
」
と
御
柱
木
や
り
歌
か
ら
曳
航
開
始

で
す
。「
ヨ
イ
サ
・
よ
い
さ
」
み
ん
な
で

気
を
合
わ
せ
て
御
柱
を
引
き
出
し
ま
し

た
。
参
加
者
も
地
域
の
人
と
一
丸
と
な

り
御
柱
を
引
っ
張
っ
た
り
、
乗
っ
た
り

と
、
御
柱
祭
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
たm

(_
_
)m

今
回
参
加

人
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
次
回
の
自
然

紀
行
は
沢
山
集
ま
る
よ
う
に
と
担
当
者

は
祈
っ
て
い
ま
す
。m

(_
_
)m

 

（
Ｍ
） 

●
９
月 

24
日
（
金
） 

９
時 

気
温
13
度
！ 

く
も
り 

雨
と
と
も
に
本
格
的
な
秋
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
朝
晩
は
半
袖
で
は
寒
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。
ト
ン
ボ
が
嬉
し
そ
う
に
飛

ん
で
キ
ノ
コ
も
や
っ
と
顔
を
出
し
ま
し

た
。
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
や
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
実

も
赤
く
な
り
・
・
。
ド
ン
グ
リ
も
、
あ

と
は
茶
色
く
な
る
ば
か
り
・
・
・ 

と
準
備
万
端
で
す
♪ 

森
の
動
物
た
ち
も
冬
ご
も
り
の
準
備
を 

は
じ
め
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

こ
の
時
期
は
地
元
の
人
で
も
急
激
な
温

度
変
化
で
風
邪
を
引
き
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
ち
ら
に
お
越
し
の
際
は
、
防
寒

着
を
お
忘
れ
な
く
！
！
（
＊
＾
＾
＊)E
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催
し
も
の
案
内 

  

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
に
グ
ル
ー
プ
、

家
族
で
ご
利
用
い
た
だ
く
方
を
対
象
に
、

午
前
１
回
、
午
後
１
回
、
次
の
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
費
１
０
０
０
円
。
星
空
観
察
は
参

加
費
無
料
。
参
加
申
し
込
み
等
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

★
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト 

小
鳥
の
巣
箱
作
り
、
バ
ー
ド
コ
ー
ル
作

り
、
白
樺
ク
ラ
フ
ト
、
焼
き
板
ク
ラ

フ
ト
の
中
か
ら
１
つ
を
選
び
ま
す
。

八
ヶ
岳
で
の
思
い
出
に
、
自
分
で
作

っ
た
も
の
を
お
土
産
に
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

★ 

星
空
観
察 

 

１９
時
～
２０
時
ま
で
、
ア
ス
ト
ロ
ハ
ウ

ス
で
満
天
の
星
空
を
見
な
が
ら
折
々
の

星
座
観
察
と
、
大
型
天
体
望
遠
鏡
で
の

天
体
観
察
を
し
ま
す
。
星
雲
や
星
団
な

ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

     

 
 

 
 

 
 

 

  

八
ヶ
岳
の
自
然
、
地
域
、
文
化
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
毎
月

１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
多
摩
市
民
館

前
発
着
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
て
お
り

ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

● 

正
月
門
松
作
り
と
流
れ
星
を
見
よ

う 

・
正
月
用
の
ミ
ニ
門
松
を
作
り
ま
す
。

ま
た
、
ふ
た
ご
座
の
流
星
群
を
堪
能
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

・
12
月
11
日
～
12
日
（
１
泊
２
日
） 

● 

ス
キ
ー･

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
直
行
便
① 

・ 

パ
ノ
ラ
マ
ス
キ
ー
場
で
の
ス
キ
ー

や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
通
じ
て
、
八
ヶ

岳
の
冬
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
初
心
者
歓
迎
。 

・ 

１
月
22
日~

23
日
（
１
泊
２
日
） 

● 

ス
キ
ー･

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
直
行
便
② 

・ 

２
月
５
日
～
６
日
（
１
泊
２
日
） 

● 

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ 

・
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
は
い
て
、
雪
山
を

歩
き
、
冬
の
自
然
観
察
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

・ 

２
月
26
日
～
27
日
（
１
泊
２
日
） 

 

費
用
、
内
容
、
申
し
込
み
方
法
等
、
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

  

少
年
自
然
の
家
の
敷
地
内
の
木
々
が
色

づ
き
始
め
ま
し
た
。
来
年
度
は
指
定
管

理
者
更
新
の
年
に
当
り
、
私
た
ち
富
士

見
町
開
発
公
社
は
指
定
管
理
者
と
し
て

継
続
を
希
望
し
、
提
案
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
10
月
７
日
に
は
理
事
長
が
川
崎

に
出
向
き
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
号
を
発
行

す
る
段
階
で
は
ま
だ
採
否
の
連
絡
は
あ

り
ま
せ
ん
。
怖
い
も
の
を
恐
る
恐
る
待

っ
て
い
る
心
境
で
す
。 

ど
う
か
、
よ
い
結
果
が
届
き
ま
す
よ
う

に
・
・
・
。 

 

八
ヶ
岳
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト 

川崎市八ヶ岳少年自然の家 

〒399-0101 長野県諏訪郡富士見町境字広原 

              12067-４８２

       ℡ ０２６６－６６－２０１１ 

       Fax０２６６－６６－２０１４ 

ホームページでも情報をお伝えしています。 

  http://www.kawasaki-yatugatake.jp/ 

指定管理者 （社）富士見町開発公社 

八
ヶ
岳
自
然
紀
行 

あ 

と

が

き
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